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〔設問１〕　全部原価計算における以下の金額を求めなさい。

第１工程の加工費予定配賦率 ＠ 万円
第２工程の加工費予定配賦率 ＠ 万円
第１工程の加工費予定配賦額  万円

〔設問２〕　全部原価計算における以下の数値または金額を求めなさい。

第１工程月末仕掛品原価 万円
B直接材料の当月投入量（完成品換算量） 個　
原価差異賦課後の売上原価 万円

〔設問３〕　直接原価計算における以下の金額を求めなさい。

第２工程月末仕掛品原価 万円
原価差異賦課後の売上原価 万円

〔設問４〕　以下の固定費調整表の空欄を埋めなさい。

固定費調整表
直接原価計算の営業利益 （  万円）
月末棚卸資産の固定加工費 （  万円）
月初棚卸資産の固定加工費 （  万円）

全部原価計算の営業利益 （  万円）
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〔問１〕　⑴　予算営業利益  　　　　　　　　　　　円

　　　　⑵　売上高営業利益率  　　　　　　　　　　　　　％

〔問２〕　⑴　損益分岐点販売量  製品Ａ　　　　　　　　　　　個

  製品Ｂ　　　　　　　　　　　個

　　　　⑵　損益分岐点比率  　　　　　　　　　　　％

　　　　⑶　経営レバレッジ係数  　　　　　　　　　　　　

〔問３〕　売上高営業利益率 12％を達成するための固定費削減額　　　　　　　　　　　円

〔問４〕　⑴　最適セールス・ミックス  製品Ａ　　　　　　　　　　　個

  製品Ｂ　　　　　　　　　　　個

　　　　⑵　営業利益  　　　　　　　　　　　　　円

〔問５〕　⑴　最適セールス・ミックス  製品Ａ　　　　　　　　　　　個

  製品Ｂ　　　　　　　　　　　個

　　　　⑵　営業利益  　　　　　　　　　　　円

〔問１〕　⑴　予算営業利益  　　　　　　　　　　　円

　　　　⑵　売上高営業利益率  　　　　　　　　　　　　　％

〔問２〕　⑴　損益分岐点販売量  製品Ａ　　　　　　　　　　　個

  製品Ｂ　　　　　　　　　　　個

　　　　⑵　損益分岐点比率  　　　　　　　　　　　％

　　　　⑶　経営レバレッジ係数  　　　　　　　　　　　　

〔問３〕　売上高営業利益率 12％を達成するための固定費削減額　　　　　　　　　　　円

〔問４〕　⑴　最適セールス・ミックス  製品Ａ　　　　　　　　　　　個

  製品Ｂ　　　　　　　　　　　個

　　　　⑵　営業利益  　　　　　　　　　　　　　円

〔問５〕　⑴　最適セールス・ミックス  製品Ａ　　　　　　　　　　　個

  製品Ｂ　　　　　　　　　　　個

　　　　⑵　営業利益  　　　　　　　　　　　円
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（注）　 内には適切な数字を記入しなさい。なお、原価差異が不利差異の場合は、金額の前に△を付すこと。
〔問１〕

　完 成 品 原 価　 円 　月末仕掛品原価　 円

材料受入価格差異 製造間接費配賦差異
　Ａ 材 料 費　 円 　予 算 差 異　 円

　Ｂ 材 料 費　 円 　操 業 度 差 異　 円

賃 率 差 異 円

〔問２〕
　⑴　正常仕損費を別建加算する方法による原価標準

製品Ｙの原価標準

Ａ　材　料　費　　＠ 150 円　×　２kg  ＝ 300 円
Ｂ　材　料　費　　＠ 200 円　×　２kg  ＝ 400 円
直 接 労 務 費　　＠ 400 円　×　1.5 時間  ＝ 600 円
製 造 間 接 費　　＠ 500 円　×　1.5 時間  ＝ 750 円
製品Ｙ１個当たりの正味標準製造原価 2,050 円
製品Ｙ１個当たりの正常仕損費負担額 円

製品Ｙ１個当たりの総標準製造原価 円

　⑵　修正パーシャル・プランによる仕掛品勘定の記入
仕　　　　掛　　　　品 （単位：円）　

月 初 仕 掛 品 原 価 完成品総標準原価

当 月 製 造 費 用 異 常 仕 損 費

Ａ 材 料 費 標 準 原 価 差 異

Ｂ 材 料 費 月 末 仕 掛 品 原 価

直 接 労 務 費

製 造 間 接 費 2,671,000

　⑶　標準原価差異の分析

Ａ 材 料 費 消費量差異 円
製 造 間 接 費

予 算 差 異 円
Ｂ 材 料 費 消費量差異 円 能 率 差 異 円
直 接 労 務 費 時 間 差 異 円 操業度差異 円
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〔問１〕
　製品別予算損益計算書　 （単位：千円）　

製品Ａ 製品Ｂ 合　計
売 上 高 （ ） （ ） （ ）
変 動 費
製 造 原 価 （ ） （ ） （ ）
販 売 費 （ ） （ ） （ ）

計 （ ） （ ） （ ）
貢 献 利 益 （ ） （ ） （ ）
個別自由裁量製造固定費 （ ） （ ） （ ）
管 理 可 能 利 益 （ ） （ ） （ ）
個別拘束製造固定費 （ ） （ ） （ ）
製 品 貢 献 利 益 （ ） （ ） （ ）
共 通 固 定 費
拘 束 製 造 固 定 費 （ ）
自由裁量販売・一般管理固定費 （ ）
拘束販売・一般管理固定費 （ ）

計 （ ）
営 業 利 益 （ ）

〔問２〕
売　　上　　高 標準変動製造原価 標 準 変 動 販 売 費 実 際 貢 献 利 益

千円 千円 千円 千円
〔問３〕

差異分析表（Ａ）  （単位：千円）
製　品　Ａ 製　品　Ｂ 合　　　計

予 算 営 業 利 益 ―　　　 ―　　　
売 上 高 差 異 　（　） 　（　） 　（　）
売上原価数量差異 　（　） 　（　） 　（　）
販 売 費 数 量 差 異 　（　） 　（　） 　（　）
変 動 費 差 異 　（　） 　（　） 87,420　（Ｕ）
固 定 費 差 異 ―　　　 ―　　　 　（　）
実 際 営 業 利 益 ―　　　 ―　　　
差異分析表（Ｂ）：売上高差異の分析  （単位：千円）

販売価格差異 販売数量差異 合　　　計
製　品　Ａ 　（　） 　（　） 　（　）
製　品　Ｂ 　（　） 　（　） 　（　）

差異分析表（Ｃ）：販売数量差異の分析  （単位：千円）
市場総需要量差異 市場占拠率差異 合　　　計

製　品　Ａ 　（　） 　（　） 　（　）
製　品　Ｂ 　（　） 　（　） 　（　）

差異分析表（Ｄ）：変動費差異の分析  （単位：千円）
製　品　Ａ 製　品　Ｂ 合　　　計

直 接 材 料 費 差 異 　（　） 　（　） 　（　）
直 接 労 務 費 差 異 　（　） 　（　） 　（　）
変動製造間接費差異 　（　） 　（　） 　（　）
変 動 販 売 費 差 異 　（　） 　（　） 　（　）
合　　　計 　（　） 　（　） 87,420　（Ｕ）

（注） 　各差異分析表の（　）には、有利差異であれば「Ｆ」、不利差異であれば「Ｕ」と記入しなさい。
なお、差異が０の場合は「―」と記入すればよい。
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〔問１〕　　第１工程の連結原価 　　円

　　　　　副産物評価額 　　円

　　　　　月末仕掛品原価 　　円

〔問２〕　　製品Ａへの連結原価配賦額 　　円

　　　　　製品Ｂへの連結原価配賦額 　　円

〔問３〕　　製品Ａへの連結原価配賦額 　　円

　　　　　製品Ｂへの連結原価配賦額 　　円

〔問４〕　　製品ＡＤ１の完成品単位原価 　　円/kg

　　　　　製品ＡＤ２の完成品単位原価 　　円/kg

〔問５〕　　製品ＢＭの完成品単位原価 　　円/個

　　　　　製品ＢＳの完成品単位原価 　　円/個

　　　　　製品ＢＳの月末仕掛品原価 　　円

〔問１〕　　第１工程の連結原価 　　円

　　　　　副産物評価額 　　円

　　　　　月末仕掛品原価 　　円

〔問２〕　　製品Ａへの連結原価配賦額 　　円

　　　　　製品Ｂへの連結原価配賦額 　　円

〔問３〕　　製品Ａへの連結原価配賦額 　　円

　　　　　製品Ｂへの連結原価配賦額 　　円

〔問４〕　　製品ＡＤ１の完成品単位原価 　　円/kg

　　　　　製品ＡＤ２の完成品単位原価 　　円/kg

〔問５〕　　製品ＢＭの完成品単位原価 　　円/個

　　　　　製品ＢＳの完成品単位原価 　　円/個

　　　　　製品ＢＳの月末仕掛品原価 　　円
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　　　（注）　 の中には適切な数値を記入し、（　　）内は不用な語句を二重線で消去しなさい。

〔問１〕

　　　機械設備の年間遊休生産能力　 　機械稼働時間

　　　部品の内製可能量　　　　　　 　個

〔問２〕

　　　（　内製　　購入　）する場合の方が、原価が　 　円低く有利である。

〔問３〕

　　　内製を　 　個、購入を　 　個とする組み合わせが最適である。

〔問４〕

　　　現有設備を　 　個、リース設備を　 　個とする組み合わせが最適
である。

〔問５〕

　　　素材の年間必要量　　 　kg

　　　素材の経済的発注量　 　kg

　　　経済的発注量での素材年間発注費と年間保管費の合計額　 　円
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〔問１〕
　⑴　製造間接費

　　①　間接材料費　 　万円

　　②　間接労務費　 　万円

　　③　間 接 経 費　 　万円

　　　　 合　　計 　 　万円

　⑵　販売費及び一般管理費

　　①　販　売　費　 　万円

　　②　一般管理費　 231 　万円

　　　　 合　　計 　 　万円

　⑶　営業外費用　　 　万円

〔問２〕

　⑴　配　賦　率　　 　万円/時間

　⑵　指図書別実際配賦額　　＃ 501　 　万円

　　　　　　　　　　　　　　＃ 502　 　万円

〔問３〕

　⑴　補助部門費配賦後の製造部門費　　加工部　 　万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組立部　 　万円

　⑵　製造部門別配賦率　　加工部　 　万円/時間

　　　　　　　　　　　　　組立部　 　万円/時間

　⑶　指図書別実際配賦額
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＃ 501 への配賦額　　　　　　　　＃ 502 への配賦額

　　　　　　　　　　　　　加工部　 　万円　　　 　万円

　　　　　　　　　　　　　組立部　 　万円　　　 　万円
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〔問１〕　⑴　製品１個あたりの変動費　　 　円/個

　　　　⑵　年間固定製造間接費予算額　 　円

〔問２〕
　　　　　　　　　 　予 算 損 益 計 算 書　　（単位：円）

　　　　売 上 高　　

　　　　変 動 費　　 　

　　　　貢献利益　　

　　　　固 定 費　　

　　　　営業利益　　 　

〔問３〕　500 個の注文を引き受けることにより差額利益は　 　円となるので、

　　　当社はこの注文を　（　引き受ける　　引き受けない　）　ほうが有利である。

　　　（注） 　二重線を引いて不要な文字を消しなさい。また差額利益がマイナスの場合、金額の前に「△」を付け
ること（〔問５〕も同様）。

〔問４〕　当社に損失の生じない１個あたりの最低受注価格は　 　円である。

〔問５〕　1,000 個の注文を引き受けることにより差額利益は　 　円となるので、

　　　当社はこの注文を　（　引き受ける　　引き受けない　）　ほうが有利である。

　　　（注）　二重線を引いて不要な文字を消しなさい。

〔問６〕　計画生産・販売量 8,500 個の営業利益を確保できる１個あたりの最低受注価格は　

　　　 　円である。
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第 1問
〔問１〕

（単位：円）

指図書 ＃３ ＃３⊖１ ＃４ ＃４⊖１ ＃５ 計
直 接 材 料 費 3,128,000 80,000 6,200,000 362,000 1,400,000 11,170,000
直 接 労 務 費
製 造 間 接 費
合　　　計

仕損品評価額 ― ― ― ―
正 常 仕 損 費 ― 0
製 造 原 価 0 0
実際機械作業時間

X
Y

140 時間
160 時間

20 時間
０時間

120 時間
170 時間

50 時間
30 時間

20 時間
20 時間

〔問２〕

X Y

操業度差異 円　（　　　） 円　（　　　）

（注）　（　　）内に、有利差異であれば「Ｆ」、不利差異であれば「U」と記入しなさい。
　　　なお、差異が生じない場合には「―」と記入しなさい。

第 2問
（単位：円）

購入原料価格差異 原料配合差異 原料歩留差異

原料Ａ 　（　　　） 　（　　　） 　（　　　）

原料Ｂ 　（　　　） 　（　　　） 　（　　　）

原料Ｃ 　（　　　） 　（　　　） 　（　　　）

合計 　（　　　） 　（　　　） 　（　　　）

（注）　（　　）内に、有利差異であれば「Ｆ」、不利差異であれば「U」と記入しなさい。
　　なお、差異が生じない場合には「―」と記入しなさい。
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〔問１〕

１個当たりの製造原価 販 売 価 格

製品Ｅ 円 円

製品Ｆ 円 円

製品Ｇ 円 円

〔問２〕

１個当たりの製造原価

製品Ｅ 円

製品Ｆ 円

製品Ｇ 円

　　活動基準原価計算により製品原価計算を行った結果と、〔問１〕の伝統的な原価計算の計算結果を比べると、
伝統的な原価計算では、

　製品Ｅは原価の負担額が　 　円　（　過大　過小　）　に、

　製品Ｆは　 　円　（　過大　過小　）　に、

　製品Ｇは　 　円　（　過大　過小　）　になっていたことがわかる。

　　これを製品間における原価の内部相互補助という。

　（注）　 の中には適切な数値を記入し、（　　）の中は不要な文字を二重線で消去しなさい。

〔問３〕

　⑴　工場全体の製造原価削減額　 　円

　⑵　製品Ｇの仕損品発生率は何％引き下げることができたか　 　％

〔問４〕

　　顧客が負担するトータルコストの現在価値　 　円
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〔問１〕
　　⑴　原料受入価格差異　 　円　（　　　）

　　⑵　原料消費量差異　　 　円　（　　　）

　　⑶　加工費配賦差異　　 　円　（　　　）

　　（注）（　　）内には借方、または貸方を記入すること。

〔問２〕
　　⑴　売　 上　 原　 価　 　円
　　⑵

 仕　　　　掛　　　　品 （単位：円）

原料 （ ） 製品 （ ）
追加配賦 次期繰越 （ ）
　原料受入価格差異 （ ） 原料消費量差異 （ ）
　原料消費量差異 （ ） 加工費配賦差異 （ ）
加工費 （ ）
追加配賦
　加工費配賦差異 （ ）

（ ） （ ）

 製　　　　　　　　　品 （単位：円）

仕掛品 （ ） 売上原価 （ ）
追加配賦 次期繰越 （ ）
　原料受入価格差異 （ ）
　原料消費量差異 （ ）
　加工費配賦差異 （ ）

（ ） （ ）

 売　　 上　　 原　　 価 （単位：円）

製品 （ ） 損益 （ ）
追加配賦
　原料受入価格差異 （ ）
　原料消費量差異 （ ）
　加工費配賦差異 （ ）

（ ） （ ）
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〔問１〕

製品A 製品 B
製品１個当たり貢献利益 円/個 円/個

〔問２〕

１年度 ２年度
新規設備の利用に係る差額キャッシュ・フロー 万円 万円

〔問３〕

新規設備の除却に係る差額キャッシュ・フロー 万円

〔問４〕

新規設備導入案の正味現在価値 万円

〔問５〕

新規設備導入案の内部投資利益率 ％

〔問６〕
　答案作成に際し には適当な金額を記入し、（　　　）内の適切な言葉を○で囲みなさい。
　⑴
　　　製品C4,000 個の注文を引き受けると利益が　 　円だけ（　増加　・　減少　）する。

　　よって、追加注文を（　引き受けるべきである　・　引き受けるべきでない　）。

　　　製品C7,000 個の注文を引き受けると利益が　 　円だけ（　増加　・　減少　）する。

　　よって、追加注文を（　引き受けるべきである　・　引き受けるべきでない　）。

　⑵
　　　⑴で受注が不利となる個数の場合において、製品 C の受注を有利とするためには、販売価格が

　　 　円より高ければよい。
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